
第６回 沼津市リノベーションまちづくりシンポジウム 

「どこもかしこも駐車場」はポテンシャル 

−公民連携による最先端の都市再生戦略の作り方− 

 

日時 平成 29年 8月 24日（木） 

         18時 30分から 20時 30分まで 

会場 大手町会館 

 

 

 

 



 

＜当日の様子＞ 

 

 第６回目の沼津市リノベーションまちづくりシンポジウムは、（株）ワークヴィジョンズ 代表取締役、

マチノシゴトバ COTOCO215 代表を務める 西村 浩 さん をお招きし、「どこもかしこも駐車場」はポテ

ンシャル −公民連携による最先端の都市再生戦略の作り方− と題して講演をいただきました。 

西村さんは土木出身ながら建築の世界で独立し、都市再生戦略の立案から建築・リノベーション・土木

分野の企画・設計に加えて、まちづくりのディレクションやコワーキングスペースの運営までを意欲的

に実践されています。 

 

 急激な人口増加時代に拡大を続けてきた都市から、

人口減少の時代に転じたことで空き家や空き地が増

加し、まちがスポンジ化していく状況を不幸と捉え

るのではなく、見方を変えることで、有り余る空間

を上手に使うことが可能性となる。今後もまちに空

き地が増え続けることを受け入れ、それを前提にま

ちづくりを考えることが大切であるとのことでした。 

 

 

 

 

 また、現代の生活において車は欠かせないものと

なっているが、街中に少しずつでも車の入らない安

全な空間をつくるなど、道の使い方を変えることで

沿道の不動産価値が上げられる。そして、２００ｍ

くらいのスモールエリアでまちづくりをはじめる

ことで、周辺へ波及効果を生むなど、西村さんが取

り組まれた佐賀のまちづくりでの経験をもとにお

話しいただくとともに、これからの沼津のまちづく

りに関する提案やアドバイスもいただきました。 

 

 

 70 名を超える方々が参加され、公民連携による最先端の都市再生手法を最後まで熱心に聞いており、

「すっかすかの地方都市には、可能性しかない。そういう場所でもう一度今を見つめ直せば、一人ひとり

どんな人でも出来ることがある。」という西村さんの最後の言葉に、会場の全員が勇気付けられました。 


